
第１学年数学科学習指導案 
日 時 平成２６年１１月７日（金）６校時 

対 象 １年４組 男１９名，女１６名 計３５名 

                                        指導者 多 橋 彩 子 

１ 単元名   「４章 比例と反比例 ～２節 比例～ 」 

 

２ 単元の目標 

 第 1 学年の目標 具体的な事象を調べることを通して，比例，反比例の関係についての理解を

深めるとともに，関数関係を見いだし表現し考察する能力を培う。 

（１） 変数の意味を知り、関数の関係を式やことばで表すことができる。 

（２） 比例や反比例することがらの変化の特徴を知り、２つの量の関係を式やグラフで表すことがで

きる。 

（３） χの変域や比例定数が負になる比例や反比例について、値の変化の様子を調べることができる。 

（４） 具体的な問題を、比例や反比例の見方や考え方を利用して解決することができる。 

 

３ 単元の評価規準 

観  点 Ｂ：おおむね満足できる 

関心・意欲 
・２つの変数をみつけ、関数の関係を式やことばで表そうとする。 

・比例や反比例することがらを表にあらわし、変化の特徴をよみとろうとする。 

見方・考え方 ・具体的な問題を、比例や反比例の見方や考え方を利用して解決することができる。 

技能 

・比例や反比例する２つの量の関係を、式やグラフに表し、値や変域を求めること

ができる。 

・χの変域や比例定数が負になる比例や反比例について、値の変化を読みとること

ができる。 

知識・理解 

・座標の意味を知り、平面上に点をとることができる。 

・比例や反比例の特徴を知り、表を式やグラフに表すことができる。 

・式やグラフから、比例や反比例の特徴をみいだすことができる。 

 

４ 単元について 

（１）生徒について  

本学級は、全体的に穏やかで、授業態度も真面目である。算数・数学を得意とする生徒と苦手意

識を持っている生徒に二極化しているが、どの生徒も難しい課題に根気よく取り組んでいる。 

（２）教材について 

生徒は、これまでの数学学習の中で「１章 正負の数」で負の数について学び、「２章 文字式」

および「３章 方程式」で、数量を文字であらわすことや、数量関係を等式で表すことを学んだ。

また小学校６年生で比例・反比例の意味について学んできている。本単元では、既習内容との系統

性を生かすことで発展的な内容であることを生徒に気づかせ、段階的に達成感をもたることで興

味・関心を持続しながら学習を進めていきたい。 

 



（３）指導について 

   「場のつながり」としては、話す、聞く、考える、解く場面を明確に設けることや、生徒が発表 

の仕方に注意して話すことようにさせたい。 

「教材のつながり」としては、既習内容との系統性を生かすことで発展的な内容であることを生 

徒に気づかせ、段階的に達成感をもたることで興味・関心を持続しながら学習を進めていきたい。 

   「人のつながり」としては、「自分の考えをもつ」場面、「互いの考えを交流する」場面、「互 

いの考えのよさに気づく」場面を有効に設定したい。 

指導にあたっては、課題解決の場面で受け身がちになる生徒も多いため、つまづきのある生徒も

段階的に思考しながら継続して課題に集中できるように、場面に応じて指名したり、発声や挙手の

場面を多く設けるようにしている。本単元は特に、苦手意識を持っている生徒が多く、また既習内

容との系統性の強いため、生徒のつまづきに対する手だてをより考慮しながら、関数への理解を深

めていきたい。 

 

５ 単元の系統と他教科との関連 

 

   

                                   

 

                           

 

 

 

 

 

 

 

６ 単元の指導計画（１９時間扱い） 

（１）１節  関数 ・・・・・・・・・・・・・・・・２時間 

（２）２節  比例 ・・・・・・・・・・・・・・・・８時間（本時 ７／８時） 

（３）３節  反比例・・・・・・・・・・・・・・・・５時間 

（４）４節  比例と反比例の利用・・・・・・・・・・３時間 

（５）章の問題   ・・・・・・・・・・・・・・・・１時間 

 

７ 本時について 

（１） 目標 

① ２つの変数をみつけ、比例の特徴を確認しながら、式をもちいて問題を解こうとする。 

＜関心・意欲＞ 

② １組の x、yの値から yを xの式で表すことができる。＜知識・理解・技能＞ 

③ 式 y＝ａxをもちいて、値や変域を求めることができる。＜知識・理解・技能＞ 

（２）「自分の考えをもつ自」「互いの考えを交流する交」「お互いの考えのよさに気づく気」場面 

比

例・反比例の意

味・性質・式 

 

「１章 正負の数」 

「２章 文字式」 

「３章 方程式」 

小学６年生 

 

「４章 

 比例と反比例」  

中学１年生 （本単元） 

 

１次関数 y＝ax＋b 

 

中学２年生  

 

関数 y＝x２  

（yはχの２乗に比例する） 

中学３年生 

中 学 １ 年 生 

（既習内容） 



本時の「自分の考えをもつ」場面は、見通しにそって類似問題を自力解決する場面である。「互

いの考えを交流する」場面は、導入問題の解決の見通しをたてる場面である。「互いの考えのよさ

に気づく」場面は、自分以外の人の考えや表現の仕方に触れる場面である。発表のしかたの工夫や、

学習シートの効果的な活用によって、それぞれの場面を有効に設定したい。 

（３）展開 

段階 学習活動 場面 ○指導上の留意点●評価の観点（方法） 

 

導

入 

 

７ 

分 

 

１ 既習内容の確認 

 

２ 問題提示と問題把握 

 

 

３ 学習課題の設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○比例の式 y＝ａxを確認する。 

 

○問題を全員で音読する。 

○わかっていることは？ →１組のχ、yの値。 

 求めるものは？ →比例の式 

 

○１組のχ、yの値から、比例定数を求め、 

 比例の式をつくることを確認する。 

○学習課題を全員で音読する。 

展

開 

 

 

37

分 

４ 解決の見通し 

 

 

 

 

 

 

５ 問題解決 

  Q1 

  Q2 

 

 

６ 練習 

① 類似問題 た① 問１ 

 

② 応用問題 例② 問３ 

  

 

 

７まとめ 

交 

気 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自 

 

 

 

 

自 

○式を求めるには何がわかればよいか？ 

→比例定数が分かればよい。 

→式の aのところが分かればよい。 

○比例定数 aはどうやって求めればよいか？ 

→yがχの何倍になるかを求めるから、 

y の値をχの値で割る。 

→式にχ、yの値を代入して求める。 

 

○比例の式を利用し代入して比例定数を求める。 

●手順どおり式を求める。（シートに記入、発表） 

○求めた式を利用し代入して yの値をもとめる。 

●手順どおり式を求める。（シートに記入、発表） 

 

●自力解決（学習シート） 

●解答発表（板書発表） 

○求めるものは何か確認する。 

○わかっていることは何か確認する。 

●自力解決（学習シート） 

●解答発表（板書発表） 

 

 

終末 

3 分 

８ 次時の学習内容を知る。  ○次は比例について学習したことを教科書 p123

基本問題を解きながら確認することを伝える。 

 

１組のχ、yの値から比例の

式を求めよう。 



（４）板書計画 

学習課題 比例の関係を式で表し、問題を考えよう。 まとめ 

 

 

 

Q1 

 

見通し                  

 

自分の考え→交 流 

 解答 

      

Q3 

 

見通し                  

 

自分の考え→交 流 

 解答 

      

Q2 

 

Q4 

 


